
４
月
１
日
よ
り
新
た
に
27
・
７
ha
、
556

世
帯
の
家
庭
で
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
市
内
全
世
帯
の
約
73
・
７
％
に

あ
た
る
２
万
326
世
帯
で
下
水
道
の
利
用
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
の
依
頼
は

指
定
工
事
店
へ

下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
市
の

公
共
下
水
道
の
基
準
に
合
う
排
水
設
備
工

事
が
必
要
で
す
。
指
定
工
事
店
は
、
基
準

に
合
っ
た
排
水
設
備
工
事
を
す
る
た
め
の

技
術
を
習
得
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
指

定
工
事
店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
実
際

の
工
事
費
用
や
期
間
は
各
家
庭
の
状
況
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
見
積
書
を
取
る

な
ど
指
定
工
事
店
と
よ
く
話
し
合
っ
て
ご

契
約
く
だ
さ
い
。

工
事
資
金
は
無
利
子
の
融
資
で

排
水
設
備
工
事
を
行
う
皆
さ
ん
の
負
担

が
少
な
く
な
る
よ
う
、
金
融
機
関
か
ら
無

利
子
で
工
事
資
金
の
融
資
を
受
け
ら
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改

造
し
た
り
、
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
排
水
設

備
を
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

融
資
限
度
額　

80
万
円
（
く
み
取
り
便
所

ま
た
は
浄
化
槽
が
２
か
所
以
上
の
場
合
は

100
万
円
）

償
還
方
法　

融
資
を
受
け
た
月
の
翌
月
か

ら
60
か
月
以
内
の
元
金
均
等

※

連
帯
保
証
人
な
ど
、
市
や
金
融
機
関
が

定
め
る
条
件
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
に

な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
指
定
工
事
店

雨
水
を
貯
め
た
り
、
浸
透
さ
せ
る
施
設
の

設
置
に
補
助
金
が
あ
り
ま
す

下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

不
用
と
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
槽
に

改
造
す
る
工
事
や
、
新
た
に
雨
水
貯
留
槽

な
ど
を
設
置
す
る
場
合
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
庭
木
の
散
水
な
ど
に
利
用

で
き
、
資
源
の
有
効
利
用
や
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

補
助
対
象　

①
浄
化
槽
転
用
貯
留
槽
②
雨

水
貯
留
槽
③
雨
水
浸
透
ま
す
④
雨
水
浸
透

管
⑤
雨
水
浸
透
側
溝
⑥
透
水
性
舗
装

補
助
金　

①
工
事
費
の
３
分
の
２
（
限
度

額
７
万
５
千
円
）
②
〜
⑥
工
事
費
の
２
分

の
１
（
限
度
額
あ
り
）

申
込
み　

下
水
道
課
管
理
業
務
係
ま
た
は

指
定
工
事
店

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
を
使
用
す
る
と
、
く
み
取
り
や

浄
化
槽
点
検
・
清
掃
の
費
用
が
不
要
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
汚
水
処
理
や
下
水
管

の
維
持
管
理
の
た
め
、
下
水
道
使
用
料
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は
、
使
用
者
が
毎
月
排

出
し
た
汚
水
の
量
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

水
道
水
の
使
用
量
を
汚
水
の
量
と
し
、
家

事
用
に
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、

世
帯
の
人
数
や
使
用
状
況
に
よ
り
量
を
決

定
し
ま
す
。
使
用
料
は
、
水
道
料
金
と
一

緒
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

井
戸
水
を
使
用
し
て
お
り
、
世
帯
の
人

数
や
使
用
状
況
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

下
水
道
課
管
理
業
務
係

大雨でも浸水の心配がありません

水洗トイレが使えます

清潔で住みよい環境のまちに

川や海がよみがえります

４
世
帯

る
よこ

あ
た

可
能

排
水

指
定下

公
共

事
が

に
合

技
術

に

早
期
接
続
で
、

き
れ
い
な
海
と
川
に

早
期
接
続
で
、

き
れ
い
な
海
と
川
に

広
が
る
公
共
下
水
道
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C
・
S
コ
ラ
ム

１
６
０
５
年
、
矢
作
川
流
域
の
水
害
対

策
の
た
め
、
徳
川
家
康
の
命
令
で
米
津
ま

で
開
削
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、

江
戸
幕
府
は
１
６
４
４
年
に
矢
作
川
の
川

筋
を
固
定
す
る
た
め
、
堤
防
を
米
津
か
ら

鷲
塚
ま
で
築
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
入

り
江
は
海
か
ら
遮
断
さ
れ
、
湖
沼
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
油
ヶ
淵
で
す
。

伏
見
屋
又
兵
衛
は
、
三
代
に
わ
た
り
碧

南
に
住
ん
で
伏
見
屋
地
区
の
新
田
開
発
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

初
代
は
京
都
伏
見
に
生
ま
れ
、
屋
号
を

伏
見
屋
と
い
い
ま
し
た
。
１
５
９
２
年
に

長
崎
か
ら
安
南
国
（
ベ
ト
ナ
ム
）
な
ど
に

船
を
出
し
、
貿
易
を
行
っ
て
巨
額
の
富
を

蓄
え
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
く

と
、
江
戸
日
本
橋
茅
場
町
に
住
み
、
幕
府

ご
用
達
を
勤
め
ま
し
た
。
家
康
か
ら
三
都

（
京
都
、
大
阪
、
江
戸
）
に
土
地
を
賜
っ

て
宅
を
建
て
た
の
で
、
三
宅
又
兵
衛
と
も

い
い
ま
す
。
碧
南
に
何
の
た
め
に
、
い
つ

来
た
の
か
は
不
明
で
す
。

京
都
伏
見
と
い
え
ば
、
碧
南
出
身
の
大

名
永
井
直
勝
の
長
男
・
尚
政
と
尚
政
の
長

男
・
尚
征
が
１
６
３
３
年
か
ら
１
６
６
９

年
に
わ
た
り
、
十
万
石
と
し
て
城
主
を
務

め
て
い
た
淀
城
（
淀
川
沿
い
に
あ
り
、
京

都
守
護
の
要
城
）
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。

初
代
が
活
躍
し
て
い
た
時
期
と
、
永
井
尚

政
が
淀
城
の
城
主
を
や
っ
て
い
た
時
期
が

重
な
る
の
で
、
尚
政
に
頼
ま
れ
て
碧
南
に

や
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

二
代
目
は
、
１
６
７
１
年
に
油
ヶ
淵
の

ま
わ
り
と
鷲
塚
よ
り
下
流
に
長
さ
２
千
444

ｍ
、
高
さ
３
．
６
ｍ
の
大
堤
を
築
き
、
そ

の
内
側
を
伏
見
屋
新
田
と
し
て
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

三
代
目
は
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

１
７
０
５
年
に
、
伏
見
屋
新
田
か
ら
の
排

水
の
た
め
、
油
ヶ
淵
か
ら
海
に
排
水
す
る

長
さ
２
千
ｍ
、
幅
14
．
４
ｍ
、
高
さ
７
．

２
ｍ
の
新
川
の
開
削
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
財
産
を
使
い
果

た
し
、
江
戸
に
帰
っ
て
い
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

新
川
の
開
削
の
折
に
出
た
大
量
の
粘
土

と
新
川
を
使
っ
た
水
運
が
、
の
ち
に
碧
南

が
窯
業
の
大
産
地
と
な
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

碧
南
の
貞
照
院
に
は
又
兵
衛
の
お
墓
や

肖
像
画
が
あ
り
ま
す
。
浜
尾
に
あ
る
稲
荷

社
で
は
、
又
兵
衛
が
祭
神
と
し
て
ま
つ
ら

れ
て
い
ま
す
。

碧
南
の
恩
人
、
又
兵
衛
に
心
よ
り
の
感

謝
を
。

碧
南
の
た
め
に
私
財
を
な
げ
う
っ
た

伏
見
屋
（
三
宅
）
又
兵
衛

市では、生活排水による河川の水質汚濁の進行を
防止し、生活環境の保全をするため、生活雑排水（台
所、洗濯、風呂などの排水）を、し尿と併せて処理
する高度処理型浄化槽の設置に対して補助金を交付
します。また、合併処理浄化槽への転換に対しても
補助金を交付します。
※必ず設置工事前に申請してください。
対象　主に居住用の建物または延床面積の２分の１
以上が居住用の建物に10人槽以下の高度処理型浄化
槽を設置する人、転換を行う人
※工事完了時、碧南公共下水道事業認可区域や衣浦
東部流域下水道事業認可区域の場合、対象となりま
せん。

問合せ　環境課ごみ減量係
補助額　各人槽ごとの浄化槽の設置費用の４割相当
分（1,000円未満の端数は切り捨て）
※補助は予算の範囲内で先着順です。

●高度処理型浄化槽とは、合併処理浄化槽のなかで
放流水の総窒素濃度が15㎎／ℓ以下または総りん
濃度１㎎／ℓ以下の機能を有するものです。
●転換とは、使用中の単独処理浄化槽またはくみと
り便槽を廃止し、合併処理浄化槽を設置する場合
をいいます。

浄化槽の設置に補助します

な
お
ま
さ

な
お
ゆ
き

   
   
   
   
   

５

８～10
６～７

人槽区分

浄化槽への転換の際、
単独処理浄化槽または
くみとり便槽を撤去す
る場合
高度処理型浄化槽の設
置または高度処理型浄
化槽への転換

対象

浄化槽への転換

５

６～７

６～７

８～10
６～７

５

５

８～10

422,000
504,000

548,000

638,000

414,000

補助上限額（円）
332,000

576,000
666,000

高度処理型浄化槽への
転換の際、単独処理浄
化槽またはくみとり便
槽を撤去する場合

444,000

８～10

534,000

486,000
576,000
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